
多重ガンマ関数に関するいくつかの話題

たけのこ赤軍

Hurwitz ゼータ関数を

ζ(s, w) =
∞∑
n=0

(n+ w)−s

で定めたとき, よく知られているように Lerch の公式

Γ(w)√
2π

= exp(ζ ′(0, w))

が成り立つ1. これをなぞる形で, Barnes の多重ゼータ関数を

ζr(s, w;ω1, · · · , ωr) =
∑

n1,··· ,nr≥0

(n1ω1 + · · ·+ nrωr + w)−s

と定めると, 多重ガンマ関数を

Γr(w;ω1, · · · , ωr) = exp(ζ ′r(0, w;ω1, · · · , ωr))

と定義することができる. 多重ガンマ関数は Barnes [Ba] のこの定義か
ら始まり,ガンマ関数について知られている古典的定理 (周期性, Stirling
の漸近公式, Gauss-Legendre の倍角公式, Raabe の積分公式, etc.) の
類似が知られている. 本講演では, 歴史を追う形でこういった定理たち
の類似とその一般化について紹介する.
複素解析の基礎的な知識 (“極” や “留数” などの言葉の定義, Cauchy
の積分定理など)を要求する. また, ガンマ関数について, [小山]の §2.4
や [黒川] の 1 章などで多少学んでいるとより楽しめる.
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